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パフォーマンスを、どこでも

持ち運びが簡単でパフォーマーが自身で組み立てられる上に、音を

観客側にフォーカスさせるという“音響的サポート”の役割も果たす、

革新的なモジュール式の小型ステージ。そんなBuskercaseの構想

は、2016年に生まれました。 

Buskercase社のCEO兼創設者のアンドレア・ベネデッティ氏は、初

期のコンセプトを発案し、厚紙を使って最初のプロトタイプを作成しま

した。ペルージア大学で建築工学を学んでいたベネデッティ氏は、卒業

論文に取り組む傍ら、屋外の音楽パフォーマンスを向上させる、機能性

と実用性を併せ持つ構造物の開発を始めました。

2019年、同氏は、イタリアのトリノにあるデジタルマニュファクチャリン

グ研究所およびメーカースペースであるFabLabの製品デザイナー、

ピエルルイジ・ヴォナ氏と出会います。2人は共同でBuskercaseの開

発を始め、構成を自在に変更できるモジュール式のプロトタイプを作

り、現在ではこの汎用性に優れた構造物は10通りものステージ構成に

対応できる仕組みになっています。これは、パフォーマーを中央にして

音を観客側に向けるための「舞台設置」で、音響効果を高めることでア

ーティスト・観客双方にユニークな体験をもたらします。

機能を拡充して、アーティストの機会を支援

Buskercaseは、小規模な演奏でパフォーマーが必要とする音響サポ

ートを提供し、ステージとしての優れた性能を証明しました。ただ、大規

模なフェスティバルや大勢の観客を前にしたパフォーマンスを経験し

ていくうちに、より大きい音量レベルが必要であることが次第に明らか

になってきました。

そしてイタリアのローマで開催されたKeep Onフェスティバルでは、ア

ンプ無しで演奏すると周囲の他のステージと比較して音量が足りない

ことが判明しました。 

ベネデッティ氏とヴォナ氏が、このイベントの公式テクニカルスポンサ

ー、Bose Professionalと初めて会ったのも、このフェスティバルでのこ

とでした。2人は、ボーズのポータブルシステムの性能や、特にバッテリ

ー駆動のS1 Proシステムについて調べました。そして、より大規模なス

テージに対応できるよう進化するのに必要なのはまさにこの種類の高

度なテクノロジーであると気づいたのです。 

ベネデッティ氏は次のように述べています。「ボーズと共

に、Buskercaseは屋外パフォーマンスの概念に革命を起こそうとし

ています。Buskercaseにより、あらゆる場所、あらゆる状況で演奏

ができるようになります。2台のBose S1 Proスピーカーのおかげ

で、Buskercaseの構造による音響的メリットが最大限に発揮できます」 

「Buskercaseの構造とその可能性は、ミュージシャン
から支持を集めています。さらにボーズのシステム
のおかげで、サウンドもさらに高く評価されるように
なりました」

— アンドレア・ベネデッティ氏 

Buskercase社、CEO兼創設者
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屋外パフォーマンスの新たな方法を創出するという同氏のビジョン

は、Bose S1 Proを加えたことでさらなる発展を遂げました。ただし、 

チームはここで歩みを止めたわけではありません。 

2020年夏、ベネデッティ氏とヴォナ氏は、エレクトロ音楽のパフォーマ

ーにもこのステージを使用する機会を提供することで、Buskercaseの

進化に再び取り組みました。そのためには、よりパワフルで消費電力が

少なく、ポータブルかつすばやくセットアップができて、200人規模の

ライブに対応できるクリアでパワフルな低音を提供できるシステムが

必要となりました。

この新たな目標を念頭に、ボーズは、Bose L1 Pro8ポータブルライン

アレイシステムと2台のS1 Proシステムの構成で、さらにバッテリー未

搭載のシステムのために電源を供給できるようソーラーパネル駆動の

発電機を組み込むことを提案しました。

ヴォナ氏は次のように述べています。「BUSKERCASEの構造により、

音の方向をオーディエンスに向けて集中させることができるうえに、

太陽光発電機できわめてエコフレンドリーな方法で電力を確保できま

す。後はすべてBOSE L1 PROシステムに任せておけばよいのです」

屋外の音楽体験を進化させる

2021年9月、イタリアのウンブリアで開催された、シッビリーニ国立公

園の文化と自然遺産の推進を支援する非営利プロジェクト、Magic 

Mountains Festivalで、Buskercaseがメインステージのプロバイダー

に選出されました。このまたとない機会において、Buskercaseは、 

Bose L1 Pro8とS1 Proの新たなフルセットの運用を成功させました。 

「一度も電源に繋ぐことなく、標高1570mの会場で5時間にわたって演

奏できました」と、ベネデッティ氏は嬉しそうに述べます。「L1 Pro8は、

本当にポータブルでパワフルなPAシステムで、セットアップや運搬も

容易です。わずか30分で、ケースを設置し、L1 Proシステムを接続し

て、演奏を始めることができました」

ヴォナ氏は次のように付け加えます。「これは単なる電源付きの舞台装

置ではなく、屋外の芸術パフォーマンスを拡張し、アーティスト、観客、

そしてそれを主催する都市部空間にとって唯一無二のものです」 

Bose L1 Pro8とS1 Proにより、Buskercaseは、「多用途でセットアップ

が容易で、持続可能なパフォーマンスソリューションを構築する」という

目標を実現しつつあります。彼らはこうして、変わり続ける世界のパフ

ォーマーのニーズを満たすことができるようになりました。

現在、Buskercaseは、フェスティバルや行政、企業、幅広い組織と連携

し、従来のステージが設置できない場所でも、すばやく簡単に音楽を提

供しています。Buskercaseにより、どこでも演奏できるようになり、 

さらに太陽の力を利用して、電源の制限なしに何時間もプレイできるよ

うになったのです。
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L1 PRO8

L1 Proシステムシリーズの中で、最も小型でポータブルなL1 Pro8ポ

ータブルPAは、どんな場所にでも持ち運び可能。8個のドライバーによ

るC字型アーティキュレーテッドラインアレイを搭載し、180度の水平カ

バレージを実現。コーヒーショップやカフェといった小規模の会場に最

適です。 L1 Pro8は、シンガーソングライターやDJに、シンプルなセット

アップと最高にクリアな音質を提供し、それがベストパフォーマンスを

生む力となります。 

システムのコンポーネント

L1 Pro8ポータブルラインアレイシステム 

S1 Proシステム  

 
 

S1 PRO

ミュージシャン、DJのためのスピーカーとしてはもちろん、PA機材とし

ても設計されたS1 Proは、フロアモニターやアンプ、メインミュージック

システムとしても使える究極のオールインワンPAシステムです。マル

チポジション構造とAuto EQ機能がいつでも最高のサウンドを生み出

します。S1 Proには3チャンネルのミキサー、リバーブ、Bluetooth®スト

リーミング、ToneMatch®プロセッシングが搭載されており、どこにでも

持ち運べるPAとして、すぐに使い始めることができます。

https://pro.bose.com/ja_jp/products/portable/l1/l1-pro8-portable-line-array-system.html#v=l1_pro8_black_jp
https://pro.bose.com/ja_jp/products/portable/l1/l1-pro8-portable-line-array-system.html#v=l1_pro8_black_jp
https://pro.bose.com/ja_jp/products/portable/s1/s1_pro_system.html#v=s1_pro_system_with_battery_black_jp
https://pro.bose.com/ja_jp/products/portable/s1/s1_pro_system.html#v=s1_pro_system_with_battery_black_jp
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Bose Professionalは、劇場、芸術センター、礼拝施設、

競技場、飲食店、学校、小売店舗、宿泊施設やオフィスビ

ルなど、世界中の様々な市場に高品質なサウンドを提

供しています。

プロオーディオ業界のお客様にとって、アンプやスピー

カーが単なる製品以上のものであることを、私たちは

知っています。私たちボーズ製品の先には、お客様の

ビジネスがあり、お客様の評判があり、暮らしがある。 

Bose Professionalの製品を購入するということは、世

界中のBose Professionalチームによる手厚いサポー

トを得るということと同意義です。ボーズは、製品の購

入は、パートナーシップの始まりだと考えています。
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